

























































地形其時ヲ考ヘ合セ申度 くれ々々申来候故、夜前南ノ板町ニてなにはや〔難波屋〕といふ楼の南ウケノ物干ニて相考ヘ候。此間ゟ四五夜モツヾキ天象地形等相考ヘ有之しよし、夜前当町の年寄 同道ニて見物ニ参候所、門人共四五人 外見物も多ク、遠目鏡ヤラ糸ヲ引ハリタルもの其外色々の道具有之、下ニハ時計二ツ十露盤などグツタヒシト仕事 候。一夜寒気ニこまり申候。其者ノ言ノごとく少々相違仕候もおかしく存候。 天学ハ余ほど手 入候事ノよし、見物ニハ色々の者共ニて多ク不案内のミ 。拙者も窮理ノ一ツト存ジ参リ 幸 晴天ニて宜敷候。土佐ノ紹介仕候士人も参り見分罷在候。……大都ニハおかしき事も有之事ニ候」 。
よく晴れた冬の夜の寒空の下、 居合わせた人々の眼前で、四、五人の門人たちとともに、いくつかの機材を用いて皆既月食を観測する。そして、夏にあらかじめ予測した京都土御門家や幕府天文方の間違いをその場で立証してみせる。若い春水が精彩に富んだ筆致で描き出す、この「グループ観測」 （鹿毛敏夫氏の表現）が、剛立の天体観測の方法だった。　
また、引用文中に登場する、剛立を慕う土佐藩の天文





















































理者弥相分り不申候、強而条理ニ引付候へバ吾説も又強ルニ成リ、加点もゆかぬヲ無理ニかてんゆくニし、あるものをなきニし、なきものをあるニする様ニ而、弥見而愈くるしく覚え申候故、 之儀者先置、開蔵之刀ニ而蔵腑之形状・系脉・細絡ニ至ル迄、其真ヲ得ルヲ只今 務と仕、此事毫も相違なく成り候而 夫ゟ条理ヲ求候半と奉存候」 。
































































































の二点である。また、これらの表題から、②が元々「漫録」と呼ばれてい ことが分かる。架蔵の「漫録」は、何らか 経緯をへて、この②に①と③が増補されたものであろう。　「奥書」には、 「文政二〔一八一九〕巳卯閏四月、御郡奉行八田九内ゟ借り受、写置、／岡澤匡徳」 記されている。八田九内とは、福岡藩の家臣である 馬廻組、三百九石
）22
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容について自身の江戸経験を踏まえて 「好書」 「実録」 （事実の記録）と評価する、②字を書くときの注意 ③匡徳の最近の書についての批評等が記されている また 附箋がある丁（三三丁表）に「岡澤天」の印（陽文）が押されている。このような内容から推測するに、 「附箋の筆者は匡徳の父親であろうか。
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今日之教方ハ如何様之儀ニ候也と、右発言之後、四ツ時分迄御話御答等、暫時切間無之也。是迄諸大名様中御前ニ被出候節、御側に御用人・御近習衆ハ必被居候。 此度之 前ニハ上之御間、 次之 □ 〔間ヵ〕 、壱人も無之候。只、 差向ニ而御座候よし。竹山ハ御次之御座敷際、越中守様ハ上之 間 真中ゟ被遊御座候よし。其間
　
度弐間。御声御小声之中ニ而能
通り候。竹山ハ五十九歳、耳も少 疎し。 前ハ江戸の御なまりも御座候。二 斗の 間、返申上候只





聞いた子禽の問いに対する子貢の説明のなかに登場する。朱熹の解釈によると、 「温」は「和厚」 、 「良」は「易直」 、 「恭」は「荘敬」 節制 譲 謙遜」である。そして、この五つは 夫子〔孔子〕の盛徳光輝、人に接する者なり」とする（ 『論語集注』 ） 。　
両者の会見の様子、 その折に竹山が見た定信の特徴 （声



























てくださいと、定信にエールを送る。これは、前述の 「白河矦ゟ中井氏え御尋問並御対話之条目」にあった、 「用我期月云々三年有成 王者必世而後起、 遅速緩急之訳縷々






なお、蟠桃の 「夢ノ代」 （文政三年成） には、 『論語』 「子
路」のこの章についての竹山の解釈が載っている。 「竹山先生曰、 「
コヽニ王者ヲコリテ政ヲトルトキニハ、三





































竹山の会見の様子がよく分る（今回取り上げなかった竹山の観測データには、定信の食生活、出された 「御料理」の詳細、酒についての家臣と竹山の会話等が記されている） 。率直な記述から、竹山・剛立 親密さ 窺える。　
なお、この定信・竹山の会見について、伊勢某は、 「大

















次の観測データは、以下の通りである。「一、先例御道中御巡見之節ハ大坂中通普請、其外かへ之損軒瓦損まで皆々直し、御通筋盛砂致し、往来を留メ雪隠を囲ひ、御通行之道筋、古来ゟ相極り居申候故、先例前度ゟ毎日之触御座候処、京都ゟ越中守様ゟ被仰越候也ニ而、町奉行ゟ触出候者大坂通普請・盛砂並雪隠を囲ひ候事、一切無用致し、下の費を気之毒ニ被思召候而の事 候得者、既ニか□〔こヵ〕ひ候雪隠等ハ又々人を掛拂ひ候様之事、是又無用、只雪隠之内不浄等見え申事もあらバ、左様之所ハふさぎ候様可致候。盛砂ハ既ニ致 とも 取拂候様可致候。御通行 節参□り 者共差留め 或ハ先拂等致候事無用之事、唯々御駕御通 節、参掛り之者共平服
伏致候而可然事なり。自身番何も平日
之通ニ可被為心得 。惣而廉忽 儀無之様ニ可被為心得候事、尤是を末代之例格ニと致せと申事ニ而無之候、可依時宜事。右之通被仰越 程御巡見之御路筋も為知不申候。 或ハ明日境とも申、 川口 も申、与力衆え手寄以尋候而、其日其刻限ニ不至 而ハ不為知候也ニ申候。 大坂中、 辻之町々見物人群集仕候。







くつか対照してみよう。　「雪隠」に関しては、実際に、 「御通之節御見渡ニ相成候雪隠者、見へ候分斗不目立様圍置可申事」 （五月二一日） 、 「町々浜側雪隠之儀、格別見苦分ハ取繕候筈ニ候得バ、 葭簀を以取繕候も相見候、 却而目障ニ相成如何ニ候、右先達而申達置候通 不浄等 通 格別見苦分斗有合之品を以取繕、其余決而不及取繕候事」 （五月晦日） といった指示が出されている。　「自身番」については、当初五月二二日、町年寄に対して、 「今日北組惣会所へ被呼出 今度松平越中守殿当表御巡見ニ付而者、 町々自身番申付候間、 其心得可致趣、番之仕方等追々可申渡旨被仰渡候、 此段御承知可被下候」












な混乱を惹起したよ である。例えば、引用文中にあるように、見物人の群集に対して、町役人が棒を使いながら「下に〳〵」と声高に制してい 一方で、御供衆のほうはそのように声高に見物人を制 いること 定信に気付かれたら拙い と懸念している。また 定信の家臣団と大坂側（城代・両奉行）の与力・同心等によって急遽編成された行列は、後者の装束が 「ちぐはぐ」 だ た。　
伊勢某も、定信の行列や巡見につ て 「都而京・大

















春慶ぬりに候得共、新規の切おろし故、甚見事ニ而美服美器之様ニ相見え候也。勿論、御留守の衣中も足軽に至るまで、御旅宿ニ而新規の衣類着用」 。「天子之御前ニ而天顔をしばしの間得と被拝、夫ゟ御平伏、始終至て御尊敬の御古実、外に見え、此段関白様を始、皆々被入驚候よし」 。「天子にも関東ゟ参り候者ニ如斯の誠実の人は不及聞との仰ニ而御座候也。関白様ハ不及申 堂上皆々甚御満悦之御事ニ 座候よし」 。「天杯御頂戴之時も至而御心敬之御様子ニ而、皆々被為感驚候也」 。












































































4）  二月九日付頼春水宛て麻田剛立書簡 前掲 『麻田剛立資料集』 、二五︲二六頁） 。天明二年か三年のも と推測される。
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10）  前掲『麻田剛立』 、一 八頁。
（
11）  前掲『麻田剛立資料集』 、一五︲一 頁。
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16）  以下の記述については、園木光愷「黙斎中山先生墓誌」 （武藤厳男編『肥後先哲遺蹟』巻三、普及舎、一八九四年、二四九︲二五一頁） 、松本寿三郎ほか編『火の国と不知火海』吉川弘文館、二〇〇五年、二二九頁）を参照。
（
17）  例えば、 「去年、京都御上洛之節」 （①） 、 白川侯去年五月廿六日御上洛之節」 （②）等。
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28）  前掲「学校公務記録」 、三八頁・ 〇頁。
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42）  むろん そうは言っても、伝言ゲーム的な要素も排除できないであ う。したがって この書簡の内容を直ちに全て事実であったと見做すのは早計である。ただ、剛立が何をどういう手続きを経て事実と見做したのかという点はよく分かる。
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を中心に」 （ 『近世の天皇・朝廷研究』 第四号、二〇一二年三月）において素描を試みた。
［付記］第三章で検討した「漫録」の書誌情報に関係する論考として、中村幸彦「公幹先生東遊雑漫録」 （ 『中村幸彦著述集
　
第一四巻』 中央公論社、一九八三年） があることに、
再校の段階で気が付いた。ここに記しておく（二〇一四年一月一五日） 。
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